
1 KANRA TOWNKANRA TOWN
2026／N o.8022026／N o.802

content.

２ 新年のごあいさつ 10 環境保健協会からのお知らせ

４ 地域の力で災害に備える 12 国民年金からのお知らせ

６ 災害時における食の確保に向けた協定締結 14 町のわだい　秋の叙勲　栄えある受章

８ 民生委員・児童委員に37人を任命 20 おしらせ版

“ウマ”いこといく１年に！
めぶきの森かんら・かんら保育園 年長組園児

今年は      　年 今年は      　年 
　元気に駆け抜けよう！　元気に駆け抜けよう！



安全・安心な食と環境を次世代につなぎ、未来へ
左から森平町長、かんらちゃん、近藤教育長

　
　
　
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

　
　
　
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
と
し
て
、
令
和
５
年
３
月
に

開
通
し
た
甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
意
義
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
北
側
を

工
業
地
帯
、
南
側
を
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
交
流
の
場
と
し

て
農
業
公
園
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
や
子
育
て

の
環
境
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

児
童
館
の
建
設
に
向
け
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
町
に
ふ
さ
わ

し
い
児
童
館
の
建
設
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
、
若
者
や
子
育
て
世
代

が
住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
、

ま
ず
は
、
今
住
ん
で
い
る
町
の

皆
さ
ま
が
住
み
や
す
い
町
、
幸

せ
と
思
え
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
地
域
の

絆
が
深
ま
り
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
更
な
る
町
の
発
展
の
た

め
一
層
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
は
午
年
。
馬
の
よ
う
に

力
強
く
前
へ
駆
け
抜
け
る
と
同

時
に
、
足
元
を
固
め
実
り
あ
る

年
に
な
り
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て

希
望
に
満
ち
た
１
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
実
り
あ
る
年
に

甘  

楽  

町  

長
　
森 

平
　
仁 

志

甘
楽
町
教
育
長
　
近 

藤
　
秀 

夫 

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
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後列左から　中條道明・白石豊樹・堀口 博・新井六美・萩原一章・山田邦彦
前列左から　横尾 稔・中野喜久勇・（議長）金田倍視・（副議長）山田光男・吉田恭介・田中 享

　
　
　
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

　
　
　
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
議
会
で
は
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、昨
年
に
発
足
し
た「
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」の
方
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
議
会
だ
よ
り
が
町
の
皆

さ
ま
に
読
み
や
す
く
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
議
会
・
定
例
会
で
の
一

般
質
問
で
は
、
議
員
が
町
政
全

般
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針

な
ど
に
つ
い
て
質
問
・
要
望
し

て
い
ま
す
。
各
議
員
の
考
え
方

や
現
在
町
で
抱
え
て
い
る
課
題

や
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
皆

さ
ま
の
代
表
と
し
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
傍
聴
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

町
は
甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
よ
り
、

産
業
や
住
宅
開
発
事
情
は
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
と
共
に
甘
楽
町
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る「
し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
甘
楽
」の
実
現
を
目
指

し
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
ま
た
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
健
や
か
で
実
り
多
い
午
年

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

甘
楽
町
議
会
議
長
　
金 

田
　
倍 

視

新

2  26
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■
想
定

　

午
前
９
時
ご
ろ
県
南
部
を
震
源
と
す

る
震
度
６
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。

　

建
物
の
損
壊
や
道
路
の
寸
断
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
被
害
が
及
び
、
同
時
に
火

災
が
発
生
し
強
風
に
あ
お
ら
れ
大
規
模

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
想
定
で
す
。

■
内
容

　
地
域
住
民
は
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
避

難
を
開
始
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

要
支
援
者
の
避
難
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
金
井
消
防
援

助
隊
お
よ
び
天
引
消
防
援
助
隊
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
、
住
民
に
よ
る
小
型
消
火

器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
を
行
い
、
災
害

時
に
冷
静
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
行
動

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
消
火
訓
練
で
は
、
３
階
建
施
設

に
延
焼
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定

し
、消
防
団
が
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
ヘ
リ
が
施
設
の
屋
上
に
避

難
し
た
要
救
助
者
を
救
出
す
る
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
協
力
団
体
の
ブ
ー
ス
で
は
、

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
各
種
体
験

や
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
社
会

福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
、
陸
上
自
衛
隊
第
12
施
設
隊
に
よ
る

炊
き
出
し
配
布
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

甘楽町命を守る防災士の会による講話

地域の力で
　　災害に備える

AED体験

大規模火災訓練

炊き出し訓練

　令和７年度地域防災訓練が11月23日、令和７年度地域防災訓練が11月23日、
新屋小学校で行われました。いつ発生する新屋小学校で行われました。いつ発生する
か分からない災害に備え、日ごろから防災か分からない災害に備え、日ごろから防災
意識を高め、もしものときに備えましょう。意識を高め、もしものときに備えましょう。

地域防災訓練
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甘
楽
町
消
防
団（
井
上
文
宏
団
長
）

に
よ
る「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」の
出

発
式
が
12
月
1
日
に
役
場
前
庭
で
行

わ
れ
、
各
分
団
の
代
表
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
町
関
係
者
に
激
励
を
受
け
た
団
員

は
消
防
車
に
乗
車
し
、
各
地
域
へ
一

斉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」は
、
空
気

が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ

の
時
期
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
年
末
年
始
を
過
ご
せ
る
よ
う

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歳
末
夜
間
特
別
警
戒

歳
末
夜
間
特
別
警
戒
をを
実
施
実
施

天引消防援助隊による初期消火訓練

防災ヘリによる
避難者救助訓練

簡易雨量計体験

激励を受け、特別警戒に出動

はしご付き消防車
試乗体験

レスキュー車を見学

災害時に役立つ
ロープワーク体験
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はじめてのはじめての手話手話

①両手をおなかの高さ
　で軽く握ります

みんなで
知ろう！

「おめでとう」編

おめでとう

4
６

②打ち上げ花火のよう
　に手を開きながら
　上げます

　町では、感受性豊かな乳幼児期から木に親し
んでもらおうと、木製のおもちゃの誕生祝い品
を贈っています。今年は「うま」です。
　出生届を提出した際に贈呈しています。

■ 産業課農林係　☎64–8319

▶�

車
輪
を
転
が
し
て
遊
べ
ま
す

木のぬくもりと香りを通じ木のぬくもりと香りを通じ
　　　　五感を育くむ　「木育」　　　　五感を育くむ　「木育」

  誕生祝いに「午年」のおもちゃを誕生祝いに「午年」のおもちゃを

災
害
時
に
お
け
る
食
の
確
保
に
向
け
た
協
定
締
結 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■ 

教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

（74）
５
０
７
２

　

町
は
災
害
時
の
食
事
支
援
を
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
配
送
業
務
な
ど
を
委
託
し

て
い
る
株
式
会
社
ジ
ー
エ
ス
エ
フ（
東
京

都
・
岩
東
光
男
代
表
取
締
役
）と
12
月
３

日
、「
災
害
時
に
お
け
る
非
常
食
の
提
供
協

力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
炊

き
出
し
を
行
う
際
、（
株
）ジ
ー
エ
ス
エ
フ

が
従
業
員
の
派
遣
な
ど
の
人
員
支
援
を
行

う
ほ
か
、
同
社
の
調
達
ル
ー
ト
を
活
用
し

た
食
材
の
確
保
に
協
力
す
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
皆
さ
ん
へ
迅
速
か

つ
安
定
し
た
食
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、

安
心
し
て
食
事
を
届
け
る
体
制
が
ま
た
一

つ
整
い
ま
し
た
。

　

森
平
町
長
は「
万
一
に
備
え
、
温
か
い

食
事
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
締
結
は
大

変
心
強
い
も
の
で
す
。
地
域
の
安
心
が
一

段
と
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
話

し
、
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

協定書を交わす岩東代表取締役（右）と
森平町長

（敬称略）

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

立野 務
啓子 福島

結 婚50周 年（金 婚 式）を
迎えたご夫婦に慶祝状と
記念品を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 
    ☎67-5162

～ おめでとうございます ～

金 婚 式 名 簿 

「くら」は取り外して
 遊べるよ♪
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林野火災　　　・林野火災
　令和７年２月に発生した岩手県大船渡市の林野火災を受け、林野火災
予防の実効性を高めることが必要であることから、富岡甘楽広域市町村
圏振興整備組合火災予防条例の一部を改正します。

気象状況が林野火災の予防上注意
を要するときに対象となる区域を
指定して発令します。

林野周辺の対象区域に住む
人は、屋外での火の使用の
制限に従うよう努めてくだ
さい。

火入れ 煙火（花火） 喫煙たき火 残り火の始末

― 条例を改正しました ―

努力
義務 林野火災注意報（第29条の8）

義務 林野火災警報（第29条の9）

林野火災発生の危険性が高いとき 
対象となる区域を指定して発令 
します。

林野周辺の対象区域に住む
人は、屋外での火の使用制
限に従ってください。従わ
ない場合は、罰金の対象と
なる場合があります。

林野火災注意報・警報は原則、１月から５月に一定の気象条件となった
場合に発令します。発令された場合は、消防本部ホームページや防災　
無線により周知を行います。 詳しくはこちら

■ 富岡甘楽広域消防本部予防課 ☎62-4306

発令

発令

注意報 警報

令和８年１月１日
から施行されます

主な改正内容

屋外において制限されることは？
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地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
各
地
区
委
員
の
ほ
か
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
を 

専
門
に
担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
、
会
長
に
は
大
河
原
博
志
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
委
員
の
担
当
行
政
区
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
37
人
を
任
命　
　

  

■ 

福
祉
課
福
祉
係 

☎
（67）
５
１
６
２

危ないよ  スマホばっかり  見てる君
　
「
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
と
反
射
材
の
着
用
促
進
」「
自
転

車
の
交
通
事
故
防
止
と
飲
酒
運
転
の
根

絶
」を
重
点
目
標
に
し
た
冬
の
県
民
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
警
察
、
交

通
安
全
協
会
、
町
交
通
指
導
隊
な
ど
が

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

下校時に反射ベストの着用指導と自転車の安全な
利用について啓発を行いました。

ドライバーにチラシや啓発品を配り、
交通安全運動を周知しました。

熊井戸英吉
（１区）

宮内佐智江
（２区）

新井　享一
（２区）

山田　玲子
（３区）

吉田久美恵 
（４区）

松井　利夫
（５区）

 中野　哲也
（６区）

栁澤　召二
（７区）

前川　智
（７区）

山野　敏明
（９区）

松井　千浩
（10区）

宇佐美武良 
（12区）

園田　純子
（15区）

黒澤勢津子
（15区）

橘　ゆき子
（17区）

中村　正之
（１区）

小金澤治男
（４区）

松田　高司
（７区）

田村　博子
（11区）

冬の県民交通安全運動　12月１日～10日夜間の外出時
は、反射材を
付けて目立つ
ようにしよう！

甘楽中学校町役場前
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無
事
故
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
認
定
こ
ど
も
園
や

保
育
園
、
各
小
学
校
に「
信
号
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
３
色
の

パ
ン
ジ
ー
の
鉢
植
え
を
贈
り
ま
し
た
。

▲福島小学校

▶
め
ぶ
き
の
森
か
ん
ら

◀
か
ん
ら
保
育
園

原　明美
（18区）

肥留川和子 
（19区）

小山　幸代
（19区）

柳澤智加子
（20-1区）

市川　和子
（20-1区）

髙橋寿々子
（20-2区）

吉田　信子
（21区）

山田　泰久 
（22区）

鬼形　啓子
（22区）

浦辺　初江
（23区）

古舘　照美
（24区）

時澤　郁子
（25区）

齋藤　岳史
（26区）

大河原博志
（26区）

 長岡　幸代 
（27区）

三木　啓子 
（全区）

 吉田　敏子
（全区）

川田美枝子
（28区）

主任児童委員

　委員は、地域の皆さんから福
祉に関する相談を受け、内容に
応じて関係機関を紹介し適切な
サービスを受けられるよう調整
などを行います。
　委員には、個人の秘密を守る
ことが法で義務付けられています。
安心してご相談ください。
福祉に関すること福祉に関すること
　家族の介護・
　福祉サービスの紹介など
��子育てに関すること子育てに関すること
　子育ての悩み・
　児童虐待防止など
��生活、健康に関すること生活、健康に関すること
　生活福祉資金・
　健康、医療の悩みなど

地域住民と行政のパイプ役地域住民と行政のパイプ役

▲小幡小学校▲新屋小学校
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環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
■ 住民課環境係 ☎64-8315

事　業 実施日 回収量
硬質プラスチック ９月21日 11,340kg

古着リサイクル 10月26日 10,760㎏

小型家電 11月９日 小型家電11,270㎏、テレビ44台

古タイヤ・廃バッテリー・自転車など 12月７日 古タイヤ287本、廃バッテリー28点、ホイー
ル138点、チェーン12点、自転車など75点

硬質プラスチック 古着リサイクル 小型家電

古タイヤ・廃バッテリー・自転車

vol.177vol.177

　家庭ごみなどの焼却、いわゆる「野焼き」は法律により禁止されています。
　「洗濯物に臭いがつく」「悪臭で窓が開けられない」など、野焼きに対する
苦情が増えています。また、火災につながる恐れもあり大変危険です。
　ごみは燃やさずに分別して、指定された場所・曜日に出してください。

「野焼き」は法律で禁止されています「野焼き」は法律で禁止されています

ブロック積みやドラム缶、
一斗缶を使用し焼却する
ことはできません！

※�違反した場合：５年以下の懲役、１千万円（法人は３億円）以下の罰金、
またはその両方が科せられます。

●資源ごみ回収事業の実績報告●資源ごみ回収事業の実績報告

　硬質プラスチック、古着リサイクル、小型家電、
古タイヤなどの回収を行い、可燃ごみや埋め立て
ごみの減量が図られ、温室効果ガスの削減にも　
つながる環境に配慮した事業を実施しました。
　回収された資源ごみは、新たな製品や有機資源
として生まれ変わり再生利用されます。
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燃やせるごみ燃やせるごみ
●ゴム　●布　●履物類　●小枝、草
●台所ごみ（料理くず、ラップなど）　●革製品
●汚れが落ちないトレイなどの食品容器類
●リサイクルできない紙など

プラスチック製容器包装類プラプラ
専用専用

●スナック菓子の袋
●カップ類の容器
●トレイ類

飲み物・酒類などで
　  マークのあるペットボトル

ペットボトル

燃やせないごみ不燃不燃

プラスチック製容器包装類

軽くすすぎ、汚れを
取り除く

キャップとラベルは
へ

プラプラ
専用専用

① ②

●鍋、やかん、調理器具
●�のこぎりなどの工具、草刈り機の刃
●一斗缶、オイル缶などの空き缶
●針金製のハンガー など

●窓ガラス、鏡などの板ガラス類
●ガラス細工、ガラス製食器類
●割れたビン類 など

ごみ指定袋に入る大きさの家電製品
●�ドライヤー、ポット、扇風機、
　ゲーム機、ハンディ掃除機 など

●茶わんや湯飲みなどの食器類
●植木鉢や花びん　など

ガラス類

陶磁器類

金属類

小型家電製品

ごみ指定袋に表示されている
ガラス・陶磁器類 に〇をつけて出してください

ごみ指定袋に表示されている
金属類  に〇をつけて出してください

　　プラマークのある
プラスチック製容器包装類を入れてください

汚れている物は洗って
から出してね。プラマ
ークのないプラスチッ
ク製品やペットボトル
は入れないで！

可燃可燃

　より良い環境づくりのため、甘楽町のルール
に従った分別にご協力をお願いします。

分別の手引きはこちら▶きちんと分別分別 できていますか？

再 確 認 し よ う

指定の袋はありません。
透明または半透明の袋に入れて出してね。
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日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
を
除
き
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
付
方
法

▼
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

定
期
的
に
納
め
ま
す
。
手
間
が
か
か
ら

ず
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
現
金

　
納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド

を
決
済
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
納
付
で
き
ま
す
。

▼
電
子
納
付（
P
a
y
︲
e
a
s
y
）

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
収
納
機
関
番

号
、
納
付
番
号
、
確
認
番
号
を
使
い
、

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
A
T
M
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
・
テ
レ
フ
ォ

ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
納
付
で
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
免
除
・
猶
予
制
度（
左
の

表
参
照
）を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

　

定
額
保
険
料（
令
和
７
年
度
は
月
額

１
７
，
５
１
０
円
）に
加
え
、
付
加
保

険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

保
険
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〝
老
後
〟の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の「
老
齢
基
礎
年
金
」の
ほ
か
、「
障
害
基

礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　
・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０ 

ー 

０
５ 

ー 

１
１
６
５

　
・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

　
　
☎
０
２
７ 

ー 

３
２
２ 

ー 

４
２
９
９

　
　

FAX
０
２
７ 

ー 

３
２
６ 

ー 

３
６
２
９

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て「
令
和
７
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
手
続
き

な
ど
の
詳
細
は
こ
ち
ら
→

遺　　族
基礎年金

障　　害
基礎年金

老　　齢
基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、配偶者
や子どもが受
け取る年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

65歳から生活
費の一部とし
て受け取る年
金

学生納付
特例制度

学生本人の所得が一定額以下の場合、在学期間中の保険料の
納付が猶予されます。対象は、学校教育法に規定する大学・
大学院・短期大学・高等学校・高等専門学校・専修学校・各
種学校（修業年限が１年以上の課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

学生ではない50歳未満の人で、働いていないなどの理由で生
活に余裕がない場合に、本人・配偶者それぞれの所得が一定
額以下の人は、保険料の納付が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい
場合、本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が一定額以下の
人は全額もしくは保険料の一部が免除されます。

世
代
と
世
代
の

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
の
仲
間
へ

支
え
合
い
の
仲
間
へ

■ 免除・猶予制度

将来の
“まさか”に

今の
“まさか”に

老後の
“安心”に

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

老
齢
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ん
に
は
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り
ら
き

甘
楽
人

― 

こ
の
地
で
輝
く 

―

か
ん
ら
び
と

　
国
指
定
名
勝
楽
山
園
の
ほ
ど
近

く
、
県
道
富
岡
神
流
線
沿
い
に
あ

る
美
容
室
の
一
角
で
、
姉
弟
が
営

む
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
ク
レ
ー
プ
店

「
ポ
シ
ェ
ッ
ト
」が
昨
年
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
姉
の
恵
里
奈
さ
ん
は
、
以
前
ク

レ
ー
プ
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
を

し
て
い
た
経
験
が
あ
り「
最
初
は

う
ま
く
焼
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
す
ご

く
楽
し
く
て
」と
笑
み
を
こ
ぼ
し

ま
す
。
美
容
師
免
許
を
持
ち
、
母

が
営
む
美
容
室
で
働
い
て
い
た
恵

里
奈
さ
ん
と
怜
央
さ
ん
。
家
族
で

「
近
く
に
は
飲
食
店
も
少
な
い
し
、

こ
こ
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
お
店
を

や
っ
て
み
よ
う
」と
話
し
、
弟
の

怜
央
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
店
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
注
文
を
受
け
る
と
恵
里
奈
さ
ん

が
生
地
を
焼
き
、
怜
央
さ
ん
が

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
仕
上
げ
る
。
息
の

合
っ
た
連
携
で
丁
寧
に
つ
く
り
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ

や
い
ち
ご
ホ
イ
ッ
プ
な
ど
の
定
番

か
ら
、
ベ
ー
コ
ン
レ
タ
ス
な
ど
の

食
事
系
ま
で
幅
広
く
そ
ろ
っ
て

お
り「
季
節
限
定
や
気
ま
ぐ
れ
ク

レ
ー
プ
も
出
し
て
、
飽
き
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し

ま
す
。
小
麦
粉
と
バ
タ
ー
は
北
海

道
産
を
使
用
し
、
生
地
だ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
最
後
ま
で
具
を
た
っ

ぷ
り
詰
め
る
の
が
こ
だ
わ
り
だ
と

い
う
。
ド
リ
ン
ク
も
提
供
し
て
い

て
、
手
軽
に
立
ち
寄
っ
て
一
息
つ

け
る
場
所
で
す
。

　
近
所
の
人
や
美
容
室
の
お
客
さ

ん
、
親
子
連
れ
な
ど
、
訪
れ
る
人

は
さ
ま
ざ
ま
。
ク
レ
ー
プ
を
手
渡

す
瞬
間
は
今
で
も
少
し
緊
張
す
る

そ
う
で「
お
い
し
い
」「
か
わ
い
い
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
た
び
に
励
み

に
な
る
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
そ
ん
な
日
々
の
出
会
い
が
姉
弟

に
と
っ
て
地
域
へ
の
感
謝
の
思
い

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
こ
う
し

て
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
開
業
で

き
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
気
軽

に
寄
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

　
地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
、

姉
弟
の
挑
戦
が
新
し
い
風
を
吹
き

込
ん
で
い
ま
す
。

file 11

募集中です

　広報かんら「わが家のアイドル」にお子さんを掲載
してみませんか。ただいま春以降に登場してくれる

“元気な笑顔”を大募集中です！
　「わが家のアイドル」への掲載をご希望の方は、　　
まずは右の二次元コードから申し込みください。

▲申込みは
こちらから

ポシェット
　田村　恵里奈さん

　　　　怜央さん

気軽に寄って、焼きたてを
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

◇主な経歴
　鋳造製品の研磨技術を基盤に事業を展開し、ものづくりの品質向上
に長年取り組まれました。商工会では平成３年から理事、工業部長、副
会長を歴任し、平成27年からは第８代会長として３期９年にわたり地
域経済の発展をけん引されました。創業支援や販路拡大、各種イベン
トの開催など、町内事業者の振興に尽力された功績が認められました。

◇喜びの声
　このたびの受章は身に余る光栄であり、長年支えてくれた家族や　
関係者の皆さまの協力に感謝しています。地元の事業所が少しでも　
元気になってほしい一念で活動してきました。これまでの歩みへの　
ご褒美として天皇陛下に拝謁できたことは一生の思い出です。

秋の叙勲　栄えある受章　おめでとうございます
　令和７年11月３日付けで発表された「秋の叙勲」で、元甘楽町商工会
会長横山孝明さんが旭日単光章を受章されました。

【中小企業振興功労】横山孝明さん
旭日単光章

きょくじつたんこうしょう

地産地消の魅力を知る

強矢さんの話を熱心に聞く児童たち

　町では、学校給食に町内で生産された有機野菜を
含めた地元野菜を数多く使用しており、生産者と学
校給食センターの栄養士が各小中学校を訪問し、地
産地消への理解を深める活動を行っています。
　「有機農業の日（12月８日）」にちなんだ学校給食
が提供された12月８日、生産者の強矢義和さん（白
倉）と学校給食センターの栄養士の反町紀子さんが
新屋小学校の３年松組で特別授業を行いました。
　強矢さんが育てた大豆を手にした児童たちは、殻
をむいて豆を取り出し、その感触を確かめながら生
産の様子を身近に感じました。質問の時間には児童
から「大豆を育てるときに大変なことは」との問いか
けに、強矢さんは「農薬を使わずに育てるのは手間
がかかるけれど、体によい野菜を届けたい」と話し
ました。
　生産者の話を聞いた篠崎颯さんは「給食がもっと
楽しみになった」と感想を話しました。

12月８日の献立
（みそスチュー・とうのいもの
 みそがらめ・きくいものナムル）

有機農業の日
(オーガニックデイ)

　有機農業推進法の成
立・施行から10周年を
記念して、2016年に制
定されました。町では
有機野菜を使った給食
を通して、農業の多様
性や自然環境の大切さ
を学んでいます。
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　長谷川つねさん（大正14年11月22日・小幡）が100歳の誕
生日を迎えられ、11月22日に森平町長が特別養護老人ホー
ムシルク（白倉）を訪問し、慶祝状と祝金を手渡しました。
　長谷川さんは轟の生まれで、ご主人と結婚後は養蚕やこん
にゃくづくりに励まれました。好きな食べ物はごはんとおし
んこで、趣味は大正琴やカラオケ、民謡などで音楽に親しみ
ながら笑顔の絶えない毎日を送っています。
　長寿の秘訣は「おいしいものをお腹いっぱい食べること」。
現在は施設の食事を楽しみに、穏やかな日々を過ごされてい
ます。

長谷川さんの100歳を慶祝

　令和７年秋の褒章で、かわらふき工として長年にわたり業務に精
励し、後進の育成にも力を注ぐなど業界の発展に寄与した功績が認
められ、新井正人さん（福島）が黄綬褒章を受章しました。
　新井さんは、瓦を隙間なく合わせ頑丈で美しい屋根を形成する技
能や、施工の手順などを原寸大の図面に描き起こす技能に富み、職
人としての確かな腕と後進を導く指導力を兼ね備えています。昨年
には、厚生労働大臣による「卓越した技能者（現代の名工）」にも選ば
れており、今回の受章はその長年の努力と人材育成への尽力が評価
されたものです。
　新井さんは「大変光栄な賞でうれしい。これからも若い世代に技術
を伝えていきたい。技を受け継ぐ人がさらに育っていくことを願っ
ています」と話しました。

黄綬褒章を受章　かわらふき工　新井さん

犯罪や非行からの立ち直り支援に尽力
　第70回群馬県更生保護大会が11月13日、桐生市市民文化会
館で開かれ、犯罪や非行をした人の社会復帰を支援し、安全安
心な社会づくりに功労のあった皆さんが表彰されました。
(●保護司　◆更生保護女性会）
●全国保護司連盟理事長表彰	 横尾淳一さん（金井）
●関東地方更生保護委員会委員長表彰	 　白石豊樹さん（善慶寺）
◆関東地方更生保護委員会委員長感謝状	 黛　智惠子さん（白倉）
●関東地方保護司連盟会長表彰	 　小安和順さん（白倉）
◆前橋保護観察所長感謝状	 中嶋信子さん（造石）
◆群馬県更生保護女性連盟会長表彰	 齊藤君代さん（福島）
◆　　　　　　　〃　　　　　　　　	 遠田和美さん（国峰）
◆　　　　　　　〃　　　　　　　　	 山㟢公子さん（庭谷）

後列左から　�横尾淳一さん、森平町長、
　　　　　　白石豊樹さん、小安和順さん
前列左から　�中嶋信子さん、山㟢公子さん、
　　　　　　齊藤君代さん
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甘楽中男子駅伝部　関東大会で９位！ 
　第34回関東中学校駅伝競走
大会が11月30日に渋川市総合
公園瑞穂建設スタジアムで開か
れ、甘楽中学校男子駅伝部が
出場しました。
　１都７県を代表する33の強
豪校が集まった大会で、選手は
全力で自分の走りを見せ、９位

（６区間16.7km・55分43秒）と
健闘し、アンカーの井澤さんは
６区を１位（2.75km・8分46秒）
で走り、区間賞を獲得しました。
　また、大会前には、大会出場
報告会が役場で開かれ（左写真）、
一人ひとり力強い決意を述べま
した。

後列左から　�矢尻達也教諭、佐俣壱誠さん(３年)、井澤虎太朗さん(３年)、
　　　　　　�中嶋晟唯さん(３年)、大工原才雅さん(３年)、中野恭介教諭
前列左から　�近藤教育長、富田一誠さん(３年)、山口泰河さん(３年)、森平町長、

新井遥人さん(３年)、松野快音さん(３年)、増田教育課長

　若い世代に選挙や政治への関心を高めてもらうことを目的に、
公益財団法人明るい選挙推進協会と群馬県選挙管
理委員会連合会が主催する「令和７年度群馬県明
るい選挙ポスターコンクール」で、茂木里桜さん

（小幡小・６年）が優秀賞を受賞しました。
　県内から寄せられた706点の作品の中から選ば
れ、11月29日に群馬県庁で行われた表彰式には
入賞者が集まり、作品も展示されました。

明るい選挙ポスターコンクールで優秀賞

　甘楽町歩こう会（茂原美代子会長）は12月７日、町
内のごみ拾いによる環境美化活動を行いました。
　平成10年の発足以来、今年で28回目となる取り組
みで、約60人の会員が清掃活動を実施し、ペットボ
トルや空き缶、たばこの吸い殻などを回収しました。
　茂原会長は「日頃歩いている道をきれいにできるの
がうれしい。感謝の気持ちを込めてごみ拾いをしま
した」と話しました。

環境美化活動で町をきれいに　歩こう会
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人権ポスターコンテストで入賞
　人権について理解を深めるための第22回人権ポスターコンテ
スト（富岡人権擁護委員協議会・前橋地方法務局富岡支局主催）
が開かれ、甘楽郡・富岡市・上野村の小学５年生を対象に353
点の応募がありました。
　12月６日に富岡市生涯学習センターで入賞者の表彰式が行わ
れ、作品も展示されました。町内の小学生の作品は、１月16日
から１月25日まで町文化会館で展示されますので、ぜひご覧く
ださい。町の入賞者は次のとおりです。

吉
田
さ
ん（
右
）と
菊
池
さ
ん

◇
甘
楽
町
教
育
長
賞

　
吉
田
咲
太
さ
ん（
新
屋
小
）

◇
甘
楽
町
長
賞

　
菊
池
梨
心
さ
ん（
小
幡
小
）

実りを味わう　蕎麦づくり入門の集大成

　「蕎麦づくり入門」の締めくくりとなる蕎麦打ち体
験は12月12日から14日、那須庵で行われました。
　約150人のオーナーが、種から育てた粉を使い、
那須庵を運営する地域おこし協力隊の山本貴秋さん
から指導を受けながら蕎麦打ちに挑戦しました。
　参加者は自分で打った蕎麦を食べ、打ちたて、 
ゆでたてならではの香りや喉ごしを楽しみました。
　令和７年度の「蕎麦づくり入門」も蕎麦打ち体験を
もって終了となります。種まきから蕎麦打ちまで 
全ての工程に参加したオーナーにはこの日、「名人 
認定書」が贈られました。

協力しながら蕎麦打ち工程を楽しむ参加者

　「蕎麦づくり入門」の収穫体験が11月16日、秋畑那
須地区のちぃじがき蕎麦の里で行われ、約130人の
オーナーが参加しました。
　一部の畑ではシカによる食害もみられましたが、今
年も順調に実をつけました。
　オーナーの皆さんは、それぞれの畑でそばの実を刈
り取り、足踏み脱穀機で脱穀した後、ふるいを使って
３回にわたり選別を行い、最後に袋詰めまでの工程を
仕上げました。

丁
寧
に
ふ
る
い
を
か
け
る
参
加
者
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　スポーツを通じて交流の輪を広げようと、町バレー
ボール協会（牛木義会長）は第１回混合バレーボール
大会を11月16日、甘楽町体育館で開催しました。
　町内外の15歳から67歳までの老若男女47人が参
加し、チームメンバーと声を掛け合いながら爽やか
な汗を流しました。
　６チームによる総当たり戦の結果、福島地区の　
メンバーで構成された「大竹組」が見事優勝しました。

優
勝
し
た
大
竹
組
の
皆
さ
ん

スポーツで交流　混合バレーボール大会初開催

　新屋地区生涯学習推進協議会（萩原一章会長）主催のグラ
ウンドゴルフ大会が11月15日、甘楽ふれあいの丘陸上競技
場で開催され、22区から28区までの７地区から総勢94人が　
参加し、地区対抗でプレーを楽しみました。
　選手たちはチームの優勝とホールインワンを目指して熱戦
を繰り広げました。
　上位成績は次のとおりです。

仲間の声援を受けながらプレーする参加者

新屋地区で熱戦　グラウンドゴルフ大会

団体の部
優　勝 25区
準優勝 27区
第３位 24区

個人の部
優　勝 山㟢博久（25区）
準優勝 堀口　博（24区）
第３位 鈴木美佐男（28区）

※敬称略

　町生活改善グループ連絡協議会（新井文江会長・
はこべの会）の会員が12月10日、町内施設に設置し
ているプランターに花の苗の植え替え作業を行いま
した。
　今回は、冬を鮮やかに彩るハボタンやパンジーを
寄せ植えし、合計17鉢を道の駅甘楽や甘楽ふるさ
と館など９カ所に届けました。
　会長は「花を見ると自然と笑顔になります。皆さ
んが新しい年を気持ちよく迎えられるように心を込
めて植え替えました」と話されました。

花で町を明るく　コンテナガーデン

生活改善グループの皆さん
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　県小学生総体バレーボール競技会兼県スポーツ少年団
秋季バレーボール大会の決勝リーグが11月２日に高崎市
榛名体育館で開催され、あすなろジュニア（池田多春監督）
は準優勝し、11月22日・23日に埼玉県熊谷市ほかで開
催された関東大会に出場をしました。同チームは夏に続
いて連続での関東大会出場となりました。
　廣澤芽依主将は「夏と秋続けて関東大会に出場すること
ができとてもうれしいです。この１年、県内外たくさん
のチームと試合をさせていただき、とても良い経験とな
りました。大会関係者、指導者、すべての関係者の皆さ
んに感謝の気持ちでいっぱいです」と話してくれました。

夏・秋 連続で関東大会出場　あすなろジュニア

県大会で準優勝を果たしたあすなろジュニア

秋の自然でのびのび遊ぶ　プレーパーク開催

秋の自然を楽しむ参加者と学生ボランティア

紅
葉
が
美
し
い
紅
葉
山
を
歩
く
参
加
者

　子どもが自分の責任で自由に遊ぶことを大切にする「プ
レーパーク」が11月22日、甘楽総合公園で開かれました。
約150人の親子が参加し、落ち葉やどんぐりなどを使っ
た工作や段ボールで家をつくる体験を通して子どもたち
は自由に遊びを楽しみました。
　この活動は、NPO法人みんなのおうえん団（靏

つ る た
田あず

さ代表）が主体となって実施しており、町内では今回初め
て開催されました。靏田さんは「多くの親子に参加しても
らい、とてもうれしい。これからも地域の皆さんと力を
合わせて、子どもたちの成長につながる活動を続けてい
きたい」と話しました。

　第12回甘楽もみじウオークが11月30日、道の駅甘
楽南側の小幡公園を発着点に開かれました。
　基本コース（８㎞）と初心者コース（５㎞）が設定され、
町内外から約1,000人が参加しました。
　秋晴れの下、紅葉が彩る景色を楽しみながら「どど実
タルト」や「なめこ汁」で食欲の秋も満喫しました。

紅葉とグルメを楽しむ
　　第12回もみじウオーク
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１
月
11
日
㈰
午
前
９
時
30
分
よ
り
、

役
場
前
庭
で
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
消
防
団
の
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
車
で
お
越
し
の
際
は
会

場
周
辺
の
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　

総
務
課
庶
務
係

☎ 

(74)
３
１
３
１

FAX 

(74)
５
８
１
３

～「
冬
来
た
り
な
ば
…
」を
開
催
中
～

期
間
　
２
月
23
日
㈪
㈷
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
覧
料
　
２
０
０
円（
高
校
生
以
上
）

中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ
　

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
・

FAX 

(74)
７
５
７
５

会
場
　
富
岡
税
務
署
　
１
階
会
議
室

（
富
岡
市
富
岡
２
７
４
１
‐
１
）

期
間
　
２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

相
談
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
相
談
開
始
は
午
前
９
時
か
ら
）

～
書
面
の
申
告
書
な
ど
を

　
　
　
　
　
　提
出
さ
れ
る
人
へ
～

　
令
和
７
年
１
月
以
降
、
確
定
申
告
書

な
ど
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の
押
な
つ

は
行
い
ま
せ
ん
。
申
告
書
な
ど
の
提
出

年
月
日
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
ご
自
身

で
記
録
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
と
、
申
告

書
な
ど
の
デ
ー
タ
送
信
後
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
信

日
時
や
申
告
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
自
宅
で
作
成
さ
れ
た
申
告
書
の
検

算
や
書
面
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
郵

送
な
ど
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
富
岡
税
務
署
　

☎ 

(63)
２
２
３
５

（
音
声
案
内
に
従
い

「
２
」
番
を
選
択
）

～
若
者
向
け
に
特
別
相
談
会
開
催
～

　「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に
勧
め

ら
れ
て
暗
号
資
産
の
投
資
を
し
た
が
、

出
金
で
き
な
い
」「
友
人
か
ら
マ
ル
チ

商
法
に
誘
わ
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
」
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
右
記
以
外
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

対
象
者
　
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
30
歳

代
ま
で
の
人
　

相
談
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
来
庁

相
談
料
　
無
料

相
談
・
問
合
せ
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎ 

(74)
３
３
０
６
　

FAX 

(74)
５
８
１
３

土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
人
・
財
産
の

贈
与
を
受
け
た
人
の
相
談
日

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
お
よ

び
贈
与
税
の
申
告
相
談
な
ど
に
つ
い
て

は
、
相
談
可
能
日
が
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。２

月
17
日
㈫
　
19
日
㈭
　
24
日
㈫

26
日
㈭

３
月
３
日
㈫
　
５
日
㈭
　
９
日
㈪

11
日
㈬
　
13
日
㈮
　
16
日
㈪

国税庁LINE
公式アカウント

確定申告は
こちら

富
岡
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

（
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
）

甘
楽
町
消
防
団
・
甘
楽
分
署

出
初
式

チャットボット
（ふたば）に
質問する

若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害

防
止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

《
注
意
事
項
》

　

・
会
場
で
の
相
談
に
は
、
国
税
庁
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
会
場
で
は
当
日
受
付
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
相
談
枠
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
上
記
の
期
間
前
は
税
務
署
内
に
確

定
申
告
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
会
場
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
方
式
に
よ
る
ス
マ
ホ
申
告
を
基
本

と
し
た
相
談
体
制
で
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
併
せ
て
パ
ス
ワ
ー
ド

（
①
署
名
用
電
子
証
明
書
用 

英
数
字
６

～
16
文
字
、
②
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
用 

数
字
４
桁
）を
準
備
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

No.1306おしらせ版
    
          

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
絵
画
展
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障
害
者
手
帳（
身
体
・
療
育
）の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
の
資
料

を
も
と
に
、
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
対
象
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」を
交
付
し
ま
す
。

　
所
得
税
や
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

際
に
認
定
書
を
提
示
す
る
と
、
本
人
ま

た
は
扶
養
者
が
障
害
者
控
除
ま
た
は
特

別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
者
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

人②
要
介
護
１
～
５
の
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人（
令
和
７
年
12
月
31
日
現
在
）

③
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人

④
町
の
判
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

問
合
せ
　

に
こ
に
こ
甘
楽
　

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎ 

(67)
５
１
８
２
　

FAX 

(67)
７
０
６
６

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
支
給
す
る
特
別

弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
甥
姪
な
ど
の
う

ち
先
順
位
の
遺
族
１
人
（
令
和
７
年
４

月
１
日
時
点
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
取
る
人
が
い
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
）

支
給
内
容
　
額
面
27
万
５
０
０
０
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限
　
令
和
10
年
３
月
31
日
㈮

留
意
事
項
　
請
求
を
し
て
か
ら
審
査
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
合
せ
　

に
こ
に
こ
甘
楽
　
福
祉
課
福
祉
係
　

☎ 

(67)
５
１
６
２
　
FAX 

(67)
７
０
６
６

①
家
畜
を
愛
玩
目
的
で

　
　
　飼
育
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
き
、
家

畜
（
愛
玩
用
を
含
む
）
の
飼
育
者
は
、

毎
年
１
回
、
県
知
事
に
飼
育
頭
羽
数
な

ど
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
畜
の
飼
育
者
は
、
重
大
な

家
畜
伝
染
病
を
疑
う
症
状
を
発
見
し
た

と
き
の
通
報
と
、
家
畜
を
病
気
か
ら
守

る
た
め
の
消
毒
な
ど
の
取
り
組
み
も
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
の
対
象
と
な
る
動
物

牛
、
鹿
、
馬
、
羊
、
ヤ
ギ
、
豚
（
ミ
ニ

ブ
タ
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
タ
を
含
む
）、
イ

ノ
シ
シ
、
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ

ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
エ
ミ
ュ
ー
、
ホ
ロ
ホ

ロ
鳥
、
七
面
鳥

※
一
頭
（
羽
）
で
も
飼
育
し
て
い
る
人

は
報
告
が
必
要
で
す
。

報
告
内
容
　
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
・
令
和
８
年
２
月

１
日
現
在
の
飼
育
し
て
い

る
動
物
の
種
類
と
頭
羽
数

②
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
ミ
ツ
バ
チ

（
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
、
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を

問
わ
ず
、
趣
味
で
の
飼
養
も
含
む
）
を

飼
養
す
る
人
は
、
毎
年
１
回
、
県
知
事

に
飼
育
状
況
な
ど
を
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
報
告
し
て
い
な
い
人

や
今
後
飼
育
予
定
の
人
は
家
畜
保
健
衛

生
所
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
は
、
適
切
な
衛
生

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
異
常
が
見
ら

れ
た
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

報
告
内
容
　
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

飼
育
場
所
・
群
数
・
飼
育
計
画

　
届
け
出
は
群
馬
県
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
か
ら
も
可
能
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w.pref.

gunm
a.jp/page/9413.htm

l

～
共
通
事
項
～

報
告
・
問
合
せ

群
馬
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

〒
３
７
０
‐
０
０
７
４
　

高
崎
市
下
小
鳥
町
２
３
３

☎ 

０
２
７
‐
３
６
２
‐
２
２
６
１

FAX 

０
２
７
‐
３
６
２
‐
２
２
６
０

ホームページ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

受
け
付
け
に
つ
い
て

《
お
詫
び
と
訂
正
》

　
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
令
和
８
年
３
月
号

の
行
事「
笹
森
稲
荷
神
社
春
季
例
大
祭
」

の
開
催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎ 

(74)
３
１
３
２
　

FAX 

(74)
５
８
１
３

正 誤 内
容 

３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

 

３
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

 

開
催
日

県ホームページ

飼
育
さ
れ
て
い
る
人
は

家
畜
保
健
衛
生
所
へ
報
告

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業
訓
練
に

興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
毎
月
職
業

訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、
支

給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
10
万
円
の
生

活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面

接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配
信
中

で
す
。
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
　

①
１
月
20
日
㈫
　
②
２
月
17
日
㈫
　

③
3
月
17
日
㈫

時
間
　
午
後
２
時
～
３
時

場
所
・
問
合
せ
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
　

☎ 

(62)
８
６
０
９
　

FAX 

(62)
１
９
３
２

～ 

群
馬
県
内
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
は
全
て
改
正
さ
れ
ま
し
た 

～

　 

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら
れ

て
い
て
、
群
馬
県
内
の
全
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐

４
７
３
７
） 

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

職
種
　
介
助
員

募
集
人
員
　
若
干
人

業
務
内
容
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
助
な
ど

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
日
）

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５

時
（
正
午
か
ら
１
時
間
休
憩
あ
り
）

給
与
・
諸
手
当
　
本
会
規
程
に
よ
る

採
用
年
月
日
　
令
和
８
年
４
月
１
日

申
込
方
法
　
１
月
16
日
㈮
【
必
着
】
ま

で
に
履
歴
書
（
市
販
）
を
左
記
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
地
・
申
込
・
問
合
せ
　

甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
に
こ
に
こ
甘
楽
内
）

〒
３
７
０
‐
２
２
１
３

甘
楽
町
大
字
白
倉
１
３
９
５
‐
１

☎ 

(74)
５
７
０
０
　

FAX 

(74)
５
７
６
０

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
６
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
幅
広
い
世
代
の
８
万
２
千
人
以
上
の

学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限
　

第
１
回
　
２
月
27
日
㈮

第
２
回
　
３
月
16
日
㈪

申
込
・
問
合
せ

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
０
８
５

FAX 

０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
０
９
４

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

社
会
福
祉
法
人

甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

群
馬
労
働
局
か
ら

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

令和７年度
スポーツ振興くじ助成金実施事業

第４２回甘楽町さくらマラソン大会
  助成区分：地方公共団体スポーツ活動助成
  事業細目名：スポーツ教室、
 　　　　　    スポーツ大会等開催（地方）　
  交付決定額 ：２，３１０，０００円

←スポーツ応援
　サイト
　ＧＲＯＷＩＮＧ

    
            

募

　集

募

　集

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

ハローワーク
富岡ＬＩＮＥ

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）説
明
会

ホームページ

時間額 発効日

 群馬県最低賃金
（地域別最低賃金） 1,063 円 令和８年

３月１日

特
定
最
低
賃
金

 製鋼・鉄素形材製造業 1,131 円

令和８年
１月１日

 一般機械器具製造業

1,120 円 電気機械器具製造業

 輸送用機械器具製造業

群馬労働局
ホームページ

おしらせ版
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町
の
創
業
支
援
等
事
業
計
画
の
一
環

と
し
て
、
起
業
・
事
業
開
発
、
事
業
継

承
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
に
創

業
支
援
塾
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
古
民
家
か
ふ
ぇ
信
州
屋
２
階 

「
か
ん
ら
書
斎
」

内
容
　
経
営
と
起
業
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、事
業
づ
く
り・資
金
づ
く
り（
財
務
）

定
員
　
先
着
20
人
　
　

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
塾
寺
子
屋

☎
・

FAX 

(74)
６
０
６
１

　
：info@

terrakoya.or.jp

　
ご
自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
、
正
し
い
爪
の
切
り
方
や
足

元
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

日
時
　
１
月
23
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時

場
所
　
に
こ
に
こ
甘
楽
い
き
い
き
ホ
ー

ル内
容
　
講
話
と
実
技
「
足
元
か
ら
守
る

健
康
」

講
師
　
群
馬
県
看
護
協
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
富
岡
　

矢
嶌 

愛
子 

さ
ん

定
員
　
20
人

持
ち
物
　
ご
自
宅
の
爪
切
り

申
込
期
限
　
１
月
19
日
㈪

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
　

に
こ
に
こ
甘
楽
　
地
域
包
括
支
援
係

☎ 
(67)
５
１
８
２
　

FAX 

(67)
７
０
６
６

　
家
族
や
友
人
が
、
突
然
目
の
前
で
意

識
を
失
い
倒
れ
た
時
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
に
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当
を
行
え
ば
、

尊
い
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
人
に
も
救
命
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

含
め
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当

を
習
得
す
る
た
め
に
、
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日
　
２
月
21
日
㈯
　

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
受
付

時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
）

場
所
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
３
階

（
富
岡
市
田
島
26
）

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱

い
、
外
傷
の
手
当
て
な
ど

対
象
者
　
富
岡
市
・
甘
楽
郡
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
の
人

定
員
　
20
人
程
度
　

費
用
　
無
料

修
了
証
　
講
習
終
了
後
即
日
交
付

申
込
期
間
　
１
月
７
日
㈬
～
21
日
㈬

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

申
込
・
問
合
せ
　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
警
防
課

☎ 

(62)
４
３
３
３
　

FAX 

(64)
５
６
６
５

　
最
近
、
心
や
体
の
疲
れ
、
不
調
を
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
こ
こ
ろ
の
体
温

計
」
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

ホームページ

家
族
介
護
者
教
室
を

開
催
し
ま
す

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催

富岡甘楽広域
消防本部

    
            

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

　　  １人で悩まず相談を！１人で悩まず相談を！
相談窓口 電話番号

こころの健康相談
統一ダイヤル 0570-064-556

富岡保健福祉事務所 0274-62-1541

群馬いのちの電話 027-221-0783

健康ダイヤル24 0120-012-190

町健康課保健係 0274-67-5159

こころの体温計こころの体温計でストレスチェック！

黒金魚
対人関係の
ストレス

ねこ
社会的な
ストレス

赤金魚
自分自身の
ストレス

水槽のヒビ
住環境の
ストレス

水の透明度
落ち込み度

石
その他のストレス

結果画面（例） 今すぐチェック！

    
            

健

　康

健

　康

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

こ
こ
ろ
の
体
温
計

「
か
ん
ら
創
業
支
援
塾
」

参
加
者
募
集

町ホームページからアク
セスし、設問に答えると

自分や家族などの
こころの健康状態
が確認できます。

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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図書館スタッフが
新着本の中から選ぶ

よるのまちは
ピカピカチカチカ
鎌田 歩 作・絵／
PHP研究所

あのひかりはいっ
たいなんだろう？

栄養たっぷり！あかちゃん
すくすく補完食365日レシピ
相川 晴 監修・
新谷 友里江 料理／
扶桑社

こだま標本箱
谷 瑞恵 著／
徳間書店

最後の一色　上
和田 竜 著／
小学館

あおいことり
たての ひろし 作・
なかの 真実 絵／
世界文化社

かんたんでおいし
い最新の離乳食

伝説を収集する
喫茶店で働き始
めた主人公は…

こころあたたまる、
うつくしいえほん

６つの形の
ナチュラルリース＆．
松尾 亜紗子 著／
オレンジページ

和 田 竜、 満 を 持
して 12 年ぶりの　
新作！

新年、身近な植物
を飾ってみては…

今月 のおすすめ

甘楽町図書館
開館　平日　　午前９時～午後７時
　　　土日祝　午前９時～午後５時

70-4660　FAX 67-7332
rarakanra@town.kanra.lg.jp

世 帯 5,263
(0）

人 口 12,375
(△10)

男 6,176
(0)

女 6,199
(△10)

転 入 27

転 出 23

出 生 2

死 亡 16

11月30日現在
（前月末比）

▶１月の休館日
１日（木・祝）～３日（土）
５日（月）・ 13日（火）・19日（月）・26日（月）

図書館で集中タ
イム！

学習スペースをご利用ください
　町内在住の人を優先に「１階図書室内」「２階ロビー」
を学習席として開放中！

＠kanratown_lib

詳しくはこちら
　土・日・祝日は、施設利用がない日
に限り「静寂学習室」を設置！
　中学３年生以上の人が静かに集中　
できる環境を用意しています。

（敬称略。12月15日入金確認まで。公表希望のみ掲載）

ふるさとづくり寄附金

事業の区分 金　額 氏　名

健康増進及び福祉の向上に関する事業 150,000円 設楽昌博（高崎市）

教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業 50,000円 設楽洋子（高崎市）

歴史を生かしたまちづくりに関する事業 200,000円

今井和男（東京都）

自然環境の保全に関する事業 200,000円

健康増進及び福祉の向上に関する事業 200,000円

産業の振興に関する事業 200,000円

教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業 200,000円

自然環境の保全に関する事業 100,000円 長岡勝美（神奈川県）

子育て支援に関する事業 100,000円 長岡静江（神奈川県）

◦◦ 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ◦◦

No image

No image

No image

No image

No image

No image
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広　告

あいさつは　相手の目をみて　自分から　　　（新屋小６年　若松果穂）

あいさつで　つながる広がる　地域の輪　　　（甘楽中１年　山口啓太）

青少年育成推進員連絡協議会が令和６年度に募集した「少年の日」標語の
優秀賞作品（学年は６年度・敬称略）

毎月
第１土曜日

「少年の日」
青少推マーク

広報かんら／2026.1.125
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vol.８
1月のメニュー 甘楽町オーガニック推進協議会

野菜もたっぷりとれる野菜もたっぷりとれる

半分大根シューマイ半分大根シューマイ

♦材料(７個分)
大根・・・・・・・100g
豚ひき肉・・・・・100g
片栗粉・・・・・・大さじ１
みそ・・・・・・・大さじ１
シューマイの皮・・７枚程度
大根スライス・・・お好みで

フライパンにもやしやキャベツ（幅２cmに切る）
を敷き、水100ccを加えてからシューマイを
並べ、ふたをして中火で蒸す。湯気が出てから
約８分が目安。水が減ったら途中で追加して。

♦作り方
１　大根は１cm角に切り、ボウル
　に入れて片栗粉をまぶす。
　豚ひき肉とみそを加え、全体が
　なじむまでよく混ぜる。
２　シューマイの皮を手のひらに
　広げ、１を大さじ１（約35g）
　ほどのせる。指で軽く輪をつく
　り、円筒形に整えたら表面を
　スプーンで平らにする。
３　蒸し器に大根スライスを敷き
　その上に並べて約８分蒸す。

蒸し器がない場合

佐藤 くらり ちゃん : （２歳１カ月・令和５年11月30日生まれ）

　佐藤　信宏さん・あゆみさんのお子さん（白倉）

　好奇心旺盛　　ダンスと音楽が大好き！！
　曲が流れると踊らずにはいられない！！
　ちょっぴり人見知りで、人前ではモジモジしちゃう…
けど、実は毎日パパとママを笑わせてくれるおちゃめで元気な
くーちゃん
　最近、好き嫌いが出てきたみたいだけど、好き嫌いせずに
いっぱい食べて、明るく元気に育ってね
小さな成長を楽しみに見守っているよ
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